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陰陽と体⼒と病毒との量的消⻑の関係

体 ⼒ 病 毒
『東洋医学選書漢方概論』 藤平健創元社



2腸チフスの熱型と各病期との関係

「傷寒論」の治療諸原則について：藤平健；日本東洋医学雑誌28(1)1-12,1977
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『漢方概論』：藤平健；創元社
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『漢方概論』：藤平健；創元社
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『漢方概論』：藤平健；創元社



かぜに用いる漢方
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太陽病期の漢方

１．実証に用いる漢方 麻黄湯 葛根湯

２．中間証に用いる漢方 桂枝麻黄各半湯 三兄弟

３．虚証に用いる漢方 桂枝湯 香蘇散

『漢方薬を使うコツ』：高木嘉子；たにぐち書店
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少陽病期の漢方

１．実証に用いる漢方 小柴胡湯

２．中間証に用いる漢方 柴胡桂枝湯 五苓散

３．虚証に用いる漢方 柴胡桂枝乾姜湯

『漢方薬を使うコツ』：高木嘉子；たにぐち書店
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少陰病期の漢方

麻黄附子細辛湯

真武湯

『漢方薬を使うコツ』：高木嘉子；たにぐち書店
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麻黄湯 太陽病の実証

１．汗をかいていない

２．発熱 悪寒或いは悪風

３．頭痛

４．関節痛 筋肉痛

５．喘（ゼイゼイする） 咳

６．衂（鼻出血）

７．脈候 浮 緊 数

８．舌候 苔なし

『漢方概論』：藤平健；創元社
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葛根湯 太陽病の実証

１．汗をかいていない

２．項背の強ばり

３．発熱

４．悪風あるいは悪寒

５．脈候 浮 実 数

６．舌候 苔なし

７．時に下痢

『漢方概論』：藤平健；創元社
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桂枝麻黄各半湯 太陽病の実虚寒証

１．うっすら汗をかいていることがある

２．熱多寒少

３．顔が赤い

４．痒みがある

５．脈候 緊でもなく弱でもない

６．舌候 やや乾燥気味

桂枝二越婢一湯 口渇が加わる

桂枝二麻黄一湯 発汗著明

『漢方概論』：藤平健；創元社



1２
桂枝湯 太陽病の虚証

１．汗をかいている

２．頭痛

３．発熱

４．悪風

５．頬にうっすら赤味あり

６．皮膚の表面が痛む

７．脈候 浮 弱 数

８．舌候 苔なし

『漢方概論』：藤平健；創元社
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香蘇散 太陽病の虚証

１．胃腸の弱い人の感冒に用いる

２．頭痛

３．気うつ 気が塞ぐ 神経質

４．耳閉塞感 耳鳴り

５．鼻閉

６．脈候 多くは沈

『漢方概論』：藤平健；創元社
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直中の少陰

急性熱性疾患は、普通は太陽から始まるのが原則

体力の弱い状態では、病毒の方が強い状態で病気が

始まる。直接に少陰の状態から始まる。

少陰に中る 即ち「直中の少陰」という。

アタ

『漢方概論』：藤平健；創元社
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麻黄附子細辛湯 少陰病の虚証

１．悪寒

２．手足が冷たい

３．咽頭痛

４．全身だるく いつも横になりたい

５．無気力

６．脈候 沈細 或いは沈微細

『漢方概論』：藤平健；創元社
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真武湯 少陰病の虚証

１．手足が冷たい

２．下痢しやすい

３．全身倦怠感

４．身体動揺感

５．脈候 浮弱 沈微 遅弱 時に浮弱

６．舌候 湿潤 ときに軽度白苔

７．腹候 軟振水音 圧痛点 （臍左横2～3横指）

『漢方概論』：藤平健；創元社、『漢方薬を使うコツ』：高木嘉子；たにぐち書店



17
真武湯診断のための問診七項目 （藤平健）

１．歩いていて右か左斜めにいきそうになる（斜行感）

２．右か左に斜めにいってしまう（斜行）

３．クラーっとするめまい感（めまい感）

４．今 地震があったかなと思う（地震感）

５．地面に足がしっかりついていない感じでフワフワと（浮遊感）

雲の上を歩いている様な感じ

６．見たものがサーと横に流れる感じ（車窓感）

７．一緒に歩いていると寄りかかってくる

８．潮が充ちてくる感じ

『漢方概論』：藤平健；創元社



18
小柴胡湯 少陽病の実証から虚実間

１．往来寒熱

２．口苦 嘔気

３．食欲不振

４．脈候 弦

５．舌候 乾燥した白苔 時に浸潤

６．腹候 腹力中等度

心下痞硬

胸脇苦満

『漢方概論』：藤平健；創元社
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柴胡桂枝湯 少陽病の虚実間証から虚証

１．頭重感 頭痛

２．関節痛

３．発熱

４．脈候 浮弦 弱

５．舌候 やや乾燥 微白苔

６．腹候 腹力中等度よりやや軟

心下支結（みぞおちのつかえ感）

腹直筋の緊張 胸脇苦満

『漢方概論』：藤平健；創元社
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柴胡桂枝乾姜湯 少陽病の虚証

１．頭汗 首から上の汗

２．口乾 口粘

３．食欲不振

４．息切れ 心悸亢進

５．往来寒熱

６．尿利減

７．脈候 浮弱 浮 浮細 或いは沈

８．腹候 中等度より軟 胸脇部不快感

胃部振水音 臍上悸 圧痛

『漢方概論』：藤平健；創元社
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柴胡桂枝乾姜湯 の圧痛点

① 第4肋骨の高さ

② 剣上突起の下

③ 臍上 3 cm

④ 左斜上 2～3横指

①+

②+

③+ + ④

柴胡桂枝乾姜湯の圧痛点：高木嘉子；漢方の臨床43(1)89-92,1996
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五苓散 少陽病の虚実間又は実

１．口渇

２．小便不利

３．吐水 嘔吐

４．浮腫

５．下痢

６．脈候 浮 浮数 或いは浮弱

７．舌候 多くは乾燥 微白苔 歯痕あり

８．腹候 微満或いは軟

『漢方概論』：藤平健；創元社


